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〔
行
政
法
　
一
八
〕

強
行
法
規
の
蕃
と
行
麗
分
の
舞
原
因
（
難
舞
鞭
鵬
鰹
薦
）

　
【
判
示
箏
項
】
　
一
、
彊
行
法
規
の
違
背
と
行
政
庭
分
の
営
然
無
効
原
因

二
、
買
牧
計
甕
書
の
記
載
要
件

三
、
買
攻
計
聲
を
公
告
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
農
業
委
員
會
の
議
決
の
要
否

　
【
参
照
條
交
】
　
行
特
法
一
條
、
自
創
法
六
條
等

　
【
事
賓
】
　
ま
ず
、
本
件
關
係
諸
手
績
を
時
間
的
脛
過
に
し
た
が
つ
て
の
べ
る

と
、
右
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
昭
和
二
二
・
七
・
二
四
　
被
告
丁
町
農
地
委
員
會
は
、
原
告
－
所
有
本
件
農

地
に
た
い
し
、
自
作
農
創
設
特
別
措
置
法
（
以
下
自
創
法
と
い
う
）
に
よ
り
買

牧
計
豊
を
樹
立

　
同
七
・
二
八
よ
り
一
〇
日
間
同
計
董
の
公
告
・
縦
覧

　
同
八
・
六
　
原
告
よ
り
被
告
委
員
會
に
た
い
し
異
議
申
立
　
同
八
・
一
六

被
告
委
員
會
は
こ
れ
を
却
下

　
　
　
　
剣
　
例
　
研
　
究

同同
九八

九〇

訴
外
0
府
農
地
委
員
會
に
訴
願

訴
願
却
下
　
買
牧
計
書
承
認

　
昭
三
二
・
三
二
三
第
一
審
大
阪
地
方
裁
判
所
へ
提
訴
昭
二
四
・
六
・

二
〇
　
講
求
棄
却
言
渡
原
告
は
大
阪
高
等
裁
判
所
に
擦
訴
（
控
訴
提
起
日
不
詳
）

昭
三
二
．
一
鱒
九
　
一
部
却
下
、
一
部
棄
却

擦
訴
人
1
は
上
告

　
本
件
は
第
一
審
と
第
二
審
と
で
は
講
求
原
因
を
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
ま
ず
、
第
一
審
に
お
け
る
原
告
講
求
原
因
の
要
瓢
を
の
べ
る
と
、
左
の
．
こ
と

く
で
あ
る
。

　
一
、
買
牧
計
甕
の
公
告
（
被
告
丁
町
委
員
會
）
、
承
認
（
訴
外
0
府
委
員
會
）

は
適
法
で
な
い
。
買
牧
計
書
、
異
議
却
下
、
訴
願
却
下
は
不
適
法
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一
　
　
（
一
一
六
一
）



　
　
　
　
剣
　
例
　
硯
　
究

　
二
、
本
件
農
地
は
近
く
使
用
目
的
攣
更
の
た
め
、
自
創
法
第
五
條
第
五
號
に

よ
り
、
買
牧
除
外
が
な
さ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
三
、
本
件
農
地
は
、
自
創
法
第
六
條
第
三
項
本
文
前
段
所
定
の
贋
額
以
上
の

客
観
的
償
値
を
ゆ
う
す
る
特
別
事
情
が
あ
る
か
ら
、
同
條
同
項
但
書
に
よ
り
、

特
別
債
額
を
定
む
べ
き
で
あ
る
、
等
。

　
し
か
し
、
こ
れ
等
講
求
は
い
ず
れ
も
裁
判
所
の
容
認
す
る
と
こ
ろ
と
な
ら
ず
、

請
求
棄
却
の
到
決
瀞
下
さ
れ
た
。

　
こ
の
た
め
、
1
は
、
大
阪
高
等
裁
判
所
に
擦
訴
す
る
。
こ
の
さ
い
、
控
訴
人

（
1
）
は
、
訴
を
攣
更
し
、
本
件
買
牧
計
豊
の
取
滑
し
を
も
と
め
、
併
せ
て
、
買

攻
計
書
な
ら
ぴ
に
、
こ
れ
に
か
ん
す
る
公
告
、
異
議
却
下
決
定
、
裁
漢
、
承
認

の
無
効
、
・
お
よ
び
、
買
牧
計
書
以
後
こ
れ
に
基
因
す
る
各
行
政
庭
分
の
無
効
確

認
を
も
と
め
た
。

　
こ
れ
に
た
い
す
る
擦
訴
審
裁
到
所
の
見
解
は
左
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
買
牧
計
書
の
取
清
と
無
効
確
認
を
併
せ
講
求
す
る
黙
。
買
牧
計
書
の
取
潰
請

求
を
審
査
す
る
さ
い
、
暇
疵
の
有
無
は
す
べ
て
判
断
さ
れ
、
蝦
疵
の
程
度
が
無

効
原
因
に
該
當
せ
ず
取
潰
原
因
に
す
ぎ
ぬ
場
合
で
あ
つ
で
も
、
取
浴
の
到
決
が

あ
れ
ば
、
買
牧
計
豊
は
當
初
よ
り
効
力
が
な
く
な
る
ゆ
え
、
取
潰
請
求
の
ほ
か
、

重
ね
て
無
効
の
確
認
を
も
と
め
る
利
盆
は
な
い
。

　
訴
願
裁
決
無
勧
確
認
の
鮎
。
裁
決
聴
は
0
府
農
地
委
員
會
で
あ
る
の
に
、
’
被

控
訴
丁
町
農
地
委
員
會
を
相
手
と
す
る
は
、
営
事
者
適
格
な
ぎ
者
を
相
手
と
す

九
二

（
一
　
一
　
山
ハ
一
一
）

る
訴
で
あ
る
。

　
買
牧
計
書
の
公
告
・
承
認
に
か
ん
す
る
無
効
確
認
の
黙
。
公
告
は
買
牧
計
書

の
表
示
行
爲
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
自
薩
猫
立
の
行
政
庭
分
で
な
い
か
ら
、
猫
立
の

行
政
訴
訟
の
封
象
と
な
り
え
な
い
。
ま
た
、
承
認
は
行
政
臆
内
部
の
意
思
表
示

で
あ
り
、
行
政
訴
訟
の
封
象
た
り
え
な
い
。

　
買
牧
計
書
以
後
こ
れ
に
基
く
各
行
政
庭
分
の
無
効
確
認
を
も
と
め
る
黙
。
か

か
る
表
現
で
は
講
求
の
目
的
が
特
定
せ
ず
、
し
た
が
つ
て
、
か
か
る
不
定
な
請

求
を
目
的
と
す
る
訴
は
許
さ
れ
な
い
。

　
右
の
理
由
に
よ
り
、
こ
れ
等
講
求
は
い
ず
れ
も
却
下
さ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
、
擦
訴
人
請
求
中
右
以
外
の
黙
（
買
牧
計
書
取
浴
請
求
に
か
ん
す
る

部
分
）
に
か
ん
す
る
裁
判
所
の
見
解
は
左
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
買
牧
計
書
關
係
に
つ
き
、
本
件
農
地
は
、
自
創
法
第
五
條
第
五
號
に
い
う
、

近
く
使
用
目
的
の
攣
更
を
相
嘗
と
す
る
土
地
に
該
當
し
な
い
こ
と
の
事
實
認
定

と
、
買
牧
計
輩
樹
立
に
あ
た
り
、
法
令
上
か
な
ら
ず
し
も
擦
訴
人
主
張
の
ご
と

き
要
式
が
要
求
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
認
定
し
、
同
計
書
の
違
法
性
を
否
定
す

る
。

　
本
件
買
牧
封
贋
に
か
ん
す
る
黙
。
擦
訴
人
は
、
法
第
六
條
第
三
項
但
書
の
適

用
を
看
過
し
た
違
法
が
あ
る
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
買
牧
封
儂
に
つ
い
て
は
、

法
第
一
四
條
に
封
贋
増
額
の
訴
を
規
定
す
る
。
し
た
が
つ
て
、
封
贋
の
不
當
は

こ
の
訴
に
よ
る
べ
く
、
買
牧
計
豊
自
艦
に
は
何
等
影
響
を
お
よ
ぼ
さ
な
い
。



　
異
議
却
下
決
定
、
裁
決
に
か
ん
す
る
黙
。
い
ず
れ
も
控
訴
人
の
主
張
を
い
れ

る
こ
と
が
で
き
ず
、
各
々
適
法
な
も
の
と
み
と
め
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。

　
し
た
が
つ
て
、
買
牧
計
書
取
潰
講
求
に
か
ん
す
る
擦
訴
は
こ
れ
を
棄
却
す
る
。

　
【
上
告
理
由
】
第
一
黙
。
自
創
法
第
六
條
、
第
一
八
條
は
、
農
地
の
買
牧
、

責
渡
の
権
限
を
政
府
か
ら
市
町
村
農
業
委
員
會
に
委
譲
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、

蓮
憲
で
あ
る
。

　
第
二
馳
。
本
訴
の
當
初
の
請
求
の
趣
旨
は
、
原
審
に
お
い
て
提
出
さ
れ
た
準

備
書
面
に
よ
り
更
正
さ
れ
た
に
か
か
わ
ら
ず
、
原
審
が
更
正
後
の
新
た
な
講
求

に
つ
き
判
漸
し
な
か
つ
た
の
は
、
到
断
遺
脱
で
あ
る
。

　
第
三
融
。
本
件
農
地
を
自
創
法
第
五
條
、
第
四
條
に
よ
る
買
牧
除
外
に
あ
た

る
土
地
と
し
な
い
原
審
の
到
断
は
、
實
験
則
に
反
し
違
法
で
あ
る
。

　
第
四
黙
。
原
到
決
に
拡
、
審
理
不
垂
、
理
由
不
備
、
理
由
齪
臨
の
違
法
が
あ

る
（
こ
の
黙
の
主
張
に
つ
い
て
は
後
述
理
由
参
照
…
…
筆
者
註
）
。

　
【
判
旨
】
上
告
棄
却
。
裁
到
官
全
員
一
致
。

　
上
告
理
由
第
一
融
（
自
創
法
第
六
、
第
叫
八
條
の
違
憲
性
）
に
つ
い
て
。
自

創
法
は
、
政
府
が
法
第
一
條
の
目
的
達
成
の
た
め
農
地
を
買
牧
、
費
渡
し
う
る

こ
と
と
む
た
上
で
、
政
府
の
機
闘
で
あ
る
農
業
委
員
會
に
か
か
る
構
限
を
付
與

し
た
も
の
で
あ
り
、
所
論
の
ご
と
く
権
限
を
委
譲
し
た
も
の
で
な
い
。

　
第
二
黙
（
更
正
後
の
請
求
に
か
ん
す
る
到
断
遺
脆
）
に
つ
い
て
。
所
論
の
ご

と
き
準
備
書
面
に
よ
り
請
求
は
更
正
さ
れ
た
。
し
か
し
、
當
該
書
面
は
辮
論
に

　
　
　
　
剣
　
例
　
碑
　
究

お
い
て
陳
述
さ
れ
な
か
つ
た
。
し
た
が
つ
て
、
原
審
が
右
書
面
に
よ
る
講
求
趣

旨
の
更
正
を
考
慮
に
入
れ
な
か
つ
た
の
は
當
然
で
あ
る
。

　
第
三
黒
（
實
験
則
違
反
）
に
つ
い
て
。
原
審
事
實
認
定
の
下
で
、
本
件
到
漸

は
正
當
で
あ
る
。

　
第
四
馳
　
0
原
判
決
の
審
理
に
遺
脱
の
な
い
こ
と
は
、
．
右
第
二
黙
に
よ
り
読

明
し
た
ご
と
く
で
あ
る
。

　
㊤
上
告
人
は
、
上
告
理
由
に
お
い
て
、
「
原
判
決
は
買
牧
手
績
に
關
す
る
凡
て

の
行
政
行
爲
に
關
す
る
手
績
規
定
か
強
行
法
規
に
厩
し
其
の
蓮
背
は
営
然
各
行

爲
の
無
効
事
由
て
あ
る
」
に
か
か
わ
ら
ず
、
鍛
疵
の
重
大
明
白
な
も
の
の
み
が

無
効
に
し
て
、
し
か
ら
ざ
る
も
の
は
取
清
原
因
に
該
當
す
る
と
い
う
。

　
し
か
し
、
強
行
法
規
の
違
反
が
す
べ
て
行
政
庭
分
の
當
然
無
効
の
原
因
と
な

る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
蓮
反
が
重
大
か
つ
明
白
で
あ
る
場
合
に
か
ぎ
つ
て
、

そ
の
無
効
原
因
と
な
る
も
の
と
解
す
る
（
要
旨
第
一
）
。

　
㊧
上
告
人
の
買
牧
計
書
書
不
備
と
の
主
張
に
た
い
し
、
買
牧
計
書
の
樹
立
が

農
業
委
員
會
の
議
決
に
基
く
も
の
で
あ
る
旨
の
記
載
を
要
す
る
も
の
で
は
な

く
、
ま
た
、
こ
れ
に
議
決
に
關
與
し
た
委
員
の
署
名
を
要
す
る
も
の
で
は
な
い

（
要
旨
第
二
）
と
い
う
。

　
㊨
買
牧
計
書
の
公
告
に
つ
き
、
買
牧
計
書
の
樹
立
に
つ
き
農
業
委
員
會
の
議

決
が
あ
る
以
上
、
右
計
書
を
公
告
す
る
に
つ
い
て
は
、
そ
の
議
決
を
要
し
な

い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
　
　
　
（
一
一
六
三
）



　
　
　
　
判
　
例
　
砺
　
究

　
【
研
究
】
．
本
件
上
告
理
由
は
、
多
籔
項
目
に
わ
か
れ
、
か
つ
、
詳
細
を
き
わ

め
る
。
し
た
が
つ
て
、
こ
れ
に
答
え
る
到
決
理
由
も
ま
た
多
歎
項
目
に
わ
か
れ

る
。
そ
し
て
、
こ
れ
等
の
す
べ
て
に
わ
た
り
楡
討
を
く
わ
え
る
こ
と
は
、
紙
面

の
許
す
と
こ
ろ
で
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
あ
、
牝
て
槍
討
を
よ
う
し
な
い
部
分
も

そ
ん
す
る
。
こ
の
た
め
、
本
研
究
に
お
い
て
は
、
と
く
に
、
要
旨
第
一
（
剣
決

理
由
第
四
馳
の
㊤
）
を
と
り
あ
げ
、
検
討
す
る
。

　
わ
が
國
の
場
合
、
環
疵
あ
る
行
政
行
爲
を
覆
疵
の
程
度
、
種
類
に
も
と
づ
き
、

無
効
行
政
行
爲
と
取
潰
し
う
べ
き
行
政
行
爲
の
二
に
わ
か
つ
。
そ
し
て
、
か
か

る
匪
別
は
、
と
く
に
、
訴
訟
と
の
關
蓮
に
お
い
て
重
大
な
る
意
味
を
も
つ
。
こ

の
た
め
、
如
何
な
る
暇
疵
が
あ
れ
ば
、
無
効
行
政
行
爲
と
す
べ
き
か
、
換
言
す

れ
ば
、
無
効
原
因
と
取
潰
原
因
の
匠
別
に
か
ん
す
る
一
般
的
基
準
を
如
何
に
た

て
る
か
が
重
大
な
る
間
題
で
あ
つ
た
。
こ
の
融
に
か
ん
す
る
學
読
・
到
例
は
非

常
に
多
い
。
し
か
し
、
い
ま
だ
統
一
的
見
解
に
到
達
せ
ず
、
依
然
と
し
て
、
行

政
法
上
の
難
問
の
一
に
籔
え
ら
れ
て
い
る
。

　
し
か
ら
ば
、
何
故
、
無
効
と
取
消
の
匿
別
基
準
に
つ
き
見
解
の
封
立
を
み
る

の
で
あ
ろ
う
か
。

　
灌
力
分
立
制
を
と
る
國
に
お
い
て
は
、
行
政
権
の
猫
立
性
を
奪
重
し
、
，
行
政

行
爲
に
た
と
え
環
疵
が
あ
つ
て
も
、
行
政
廃
に
た
い
し
こ
れ
を
主
張
し
、
行
政

魔
自
身
の
反
省
に
よ
り
こ
れ
を
取
潰
し
、
あ
る
い
は
、
こ
れ
に
攣
更
を
く
わ
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

る
を
愛
営
と
す
る
。
ま
た
、
行
政
行
爲
は
い
つ
ま
で
も
、
不
確
定
な
攣
更
可
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四
　
　
　
（
輔
一
六
四
）

の
歌
態
に
お
く
こ
と
は
適
當
で
な
い
と
七
、
一
定
期
間
を
経
過
し
た
と
き
は
、

も
は
や
取
滑
・
攣
更
を
も
と
め
え
ず
、
そ
の
効
力
を
確
定
せ
ん
と
す
る
。
こ
の

た
め
、
行
政
行
爲
に
公
定
力
を
み
と
め
、
あ
る
い
は
、
訴
訟
手
績
を
し
て
、
國

民
相
互
間
の
そ
れ
と
こ
と
な
ら
し
め
る
。
こ
の
こ
と
は
、
蓮
法
行
政
行
爲
に
つ

き
、
國
民
の
樺
利
救
濟
手
段
を
制
限
す
る
結
果
と
な
る
。
そ
し
て
、
か
か
る
制

限
も
、
國
民
は
、
と
き
に
は
、
し
σ
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
揚
A
口
も
あ
る
が
、
鍛
疵
の

程
度
等
に
よ
り
て
は
、
か
か
る
制
限
を
く
わ
え
、
行
政
行
爲
に
公
定
力
を
み
と

め
る
こ
と
の
木
合
理
な
場
合
も
そ
ん
す
る
。
た
と
え
ば
、
蓮
法
に
國
民
の
権
利

を
侵
害
す
る
行
政
行
爲
に
お
い
て
、
そ
の
蓮
法
性
が
あ
き
ら
か
な
場
合
、
何
故
、

公
定
力
を
み
と
め
、
當
該
蓮
法
行
政
行
爲
を
適
法
と
推
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
。
適
法
の
推
定
と
は
、
通
常
の
場
合
適
法
で
あ
る
こ
と
多
く
、
ま
た
、
営

該
事
件
に
つ
き
、
一
般
に
適
法
と
み
ら
れ
乍
ら
も
、
と
き
に
、
違
法
の
お
そ
れ

あ
る
場
合
、
通
常
の
欺
態
を
基
礎
と
し
、
一
感
適
法
と
考
え
る
に
す
ぎ
な
“
。

ま
た
、
適
法
の
推
定
を
あ
た
え
る
に
た
り
ぬ
場
合
、
何
故
、
救
濟
を
時
間
的
・

事
項
的
に
制
限
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
要
す
る
に
、
行
政
行
爲
の
無
効
と
は
、
蓮
法
の
態
檬
・
程
度
は
な
は
だ
し
く
、

構
利
救
濟
の
制
限
を
適
當
と
し
な
い
場
合
で
あ
る
。
而
し
て
、
如
何
な
る
線
を

も
つ
て
、
右
の
無
効
の
限
界
と
す
る
か
は
、
程
度
の
問
題
で
あ
り
、
か
つ
、
行

政
訴
訟
の
特
殊
性
み
程
度
が
こ
の
限
界
形
成
に
重
要
な
影
響
を
あ
た
え
る
。

　
右
の
ご
と
く
、
無
効
と
取
沿
の
匠
別
は
、
本
來
、
流
動
的
な
も
の
で
あ
る
。



流
動
的
な
も
の
に
た
い
し
、
一
律
的
基
準
を
も
う
け
爾
者
を
匿
別
せ
ん
と
す
る

こ
と
は
、
形
式
的
な
（
そ
し
て
、
と
か
く
無
内
容
に
な
り
が
ち
の
）
基
準
に
よ

ら
ざ
る
か
ぎ
り
、
非
常
に
困
難
な
こ
と
で
あ
る
。

　
さ
て
、
匿
別
の
基
準
に
か
ん
す
る
學
読
を
み
る
と
、
以
下
の
．
こ
と
く
で
あ
る
。

　
①
法
に
能
力
的
規
律
と
命
令
的
規
律
の
一
．
黍
あ
り
、
前
者
に
違
反
す
る
行
爲

を
無
効
行
政
行
爲
と
し
、
後
者
に
違
反
す
る
行
爲
を
取
潰
し
う
べ
き
行
政
行
爲

と
す
る
（
美
濃
部
博
士
読
）
。
た
だ
、
こ
の
読
に
お
い
て
、
如
何
な
る
規
定
を

能
力
的
と
み
《
あ
る
い
は
命
令
的
と
み
る
か
は
、
博
士
も
い
わ
れ
る
．
こ
と
く
、

立
法
趣
旨
に
か
ん
が
み
、
目
的
論
的
に
決
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
②
法
に
重
要
な
法
規
と
重
要
で
な
い
法
規
と
の
匠
別
を
み
と
め
、
前
者
に
違

反
す
る
行
爲
を
、
無
効
行
政
行
爲
、
後
者
に
蓮
反
す
る
行
爲
を
取
潰
し
う
べ
き

行
政
行
爲
と
す
る
（
ア
ラ
イ
ナ
ー
設
）
。
こ
の
読
に
お
い
て
も
、
重
要
性
・
非

重
要
性
は
目
的
論
的
に
さ
だ
め
ら
れ
る
。

　
③
法
に
張
行
法
規
と
非
彊
行
法
規
の
匿
別
あ
る
を
み
と
め
、
前
者
に
違
反
す

る
行
爲
を
無
効
行
政
行
爲
、
後
者
に
違
反
す
る
行
爲
を
取
溝
L
う
べ
き
行
政
行

爲
と
み
る
（
ワ
ル
タ
ー
イ
ェ
リ
ネ
ッ
ク
読
）
。
本
件
上
告
理
由
は
、
本
説
に
し

た
が
う
。
し
か
し
、
本
誘
に
お
い
て
、
強
行
法
・
非
強
行
法
の
匪
別
も
ま
九
、

窮
極
に
お
い
て
、
目
的
論
的
に
さ
だ
む
べ
き
で
あ
る
と
と
も
に
、
強
行
法
を
原

則
と
す
る
行
政
法
に
お
い
て
、
こ
れ
に
蓮
反
す
る
場
合
を
無
効
と
み
れ
ぽ
、
無

効
の
場
合
の
み
非
常
に
多
く
、
行
政
訴
訟
、
ひ
い
て
は
行
政
行
爲
の
特
殊
性
を

　
　
　
　
到
　
例
　
研
　
究

否
定
す
る
結
果
に
な
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
④
綴
疵
が
重
要
な
法
規
に
蓮
反
し
、
か
つ
、
堰
疵
の
状
態
が
外
観
上
明
白
に

饗
見
し
う
る
（
重
大
か
つ
明
白
な
理
疵
）
場
合
を
無
劾
行
政
行
爲
と
し
、
そ
の

他
の
綴
疵
を
取
滑
し
う
べ
き
行
政
行
爲
と
す
る
見
解
（
通
読
）
が
そ
ん
す
る
。

か
か
る
見
解
は
、
本
件
判
示
の
探
用
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
「
重
大
か
つ
明

白
」
な
る
表
現
を
正
営
と
し
て
も
、
こ
の
表
現
自
驚
に
は
具
騰
的
内
容
な
く
、

事
件
ご
と
に
、
「
重
大
か
つ
明
白
」
性
を
目
的
論
的
に
決
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
黙
、
現
行
憲
法
施
行
後
の
判
例
を
み
る
と
、
初
期
に
あ
つ
て
は
、
美
濃

部
博
士
的
に
（
辮
些
が
蜘
船
鞭
担
紐
融
優
顛
）
あ
る
い
は
、
重
大
ま
た
は
明
白
な
暇

疵
の
い
ず
れ
か
が
存
す
る
場
合
を
無
効
と
奪
て
い
た
（
望
齢
蓼
駕
難
語
撚

理
課
聖
號
）
．
し
か
し
、
最
高
裁
到
所
昭
和
三
〇
西
三
六
到
決
顛
雑

厳
熾
戴
〉
以
來
、
到
決
も
「
重
大
か
つ
明
白
」
な
る
毅
疵
を
も
つ
て
無
効
と
な
す

傾
向
を
た
ど
る
。

　
さ
て
、
現
行
法
上
、
無
効
原
因
を
決
定
す
る
に
あ
た
つ
て
、
現
行
行
政
訴
訟

制
度
を
重
観
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
奮
憲
法
下
の
行
政
訴
訟
制
度
の
ご
と

く
、
國
民
の
灌
利
救
濟
に
敏
け
る
と
こ
ろ
の
多
い
揚
合
は
、
無
効
原
因
を
廣
く

解
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
つ
て
、
重
大
あ
る
い
は
明
白
の
い
ず

れ
か
に
該
當
す
る
と
き
、
こ
れ
を
無
効
と
な
す
は
、
目
的
論
的
に
み
て
、
あ
る

い
は
要
嘗
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
能
力
的
規
律
に
反
す
れ
ば
、
そ
の
蓮

反
の
態
様
が
明
白
た
る
と
否
と
を
と
わ
ず
、
無
効
と
な
す
の
を
適
當
と
し
た
か
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判
　
例
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究

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
現
行
制
度
は
、
奮
制
度
に
較
べ
、
灌
利
救
濟
の
範
園

が
撞
大
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
無
効
原
因
を
奮
制
度
時
代
の
ご
と
く
、
意
識
的

に
廣
く
解
す
る
必
要
は
な
い
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
現
在
の
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六
　
　
　
（
一
一
六
六
）

く
の
學
読
・
判
例
に
し
め
さ
れ
る
ご
と
く
、
無
効
と
取
浴
の
匿
別
を
、
重
大
か

つ
明
白
と
い
う
一
般
的
表
現
を
用
い
る
こ
と
は
、
愛
営
と
お
も
わ
れ
る
。
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